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(昭和23年6月20日　 第58回 岡山醫學會發表)

I.緒 言

戰後我が國に於ける生活程度の低下と衛生

思想の衰微 とは相俟つて公衆衛 生上の諸問題

に大いなる陰翳を投 じて居る.殊 に寄生虫の
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蔓延は甚だ しく看過する事が出來ない.我 々

は學術研究會議風土病特別委員會の協同研究

の一部として備前地區並びに四國地 區の調査

を擔當 し昭和22年8月 より23年5月 に跨つ

て香川縣三豊郡一谷村,岡 山縣上道郡光政村

及び津田村の3村 住民の糞便に就て寄生虫檢

査を實施 した.

II,檢 査 方 法

檢 査は總て矢 尾板氏法 を應 用 し其の全沈渣

内容 を餘す所な く鏡檢 した.尚 昭 和6年 及び

昭 和16年 に行つた調査 も總て同様であ る.

III.檢 査 成 績

今回の調 査では一谷村849名,光 政村1225

名,津 則村868名 ・計2942名 に つ き檢査 した

が その檢査成績は別 表に示す如 くである.

IV.考 察

今 回の成績 と光政村,津 田村 に於て當細菌

學教 室が昭和6年 に檢査 した 成績 及び大阪 醫

專が 昭和16年 に檢査 した 光政村の 成績 とを

比 較する と概 して次 の如 く考へ られ る.

1.豫 想 に反 し斯 る農 村では一般に昭和6

年,昭 和16年 及び現 在のそれ と比較す ると虫

卵保有率 が段 々と減 少 して居 る.

2.今 回 の檢査 で得 られた新知 見と しては

イ.光 政,津 田兩村 に於ては昭 和6年 頃は

衛生状態の バ ロメー ターと見做 されて居

た鞭虫の寄生率 が他の寄 生虫 のそれ よ り

高かつたが,現 在では蛔 虫の保有率が一

番高 く鞭虫は蛔虫 の半分或は それ 以下に

減 少を示 して居 る事.

ロ.昭 和6年 頃に は肝臟 ヂス トマが 非常 に

多 く見 られたが,現 在では 幸 ひに も1/3

乃 至 それ以 下に減少 して居 る事 で あ る.

此 肝臟 ヂス トマに就 ては同地方に於て第

一中間 宿主た るマ メダ ニシが年 々減少の

傾 向にある事 が一つの原因 と考 へ られ,

此 點に關 しては 目下種 々調査研究 して居

るので近 く報告 した い.

3.寄 生 虫の保有率 と年齢 との相關關係に

ついて は先人の業績 に一致 して居 るが,農 村

に於 ては乳 幼兒に於 て も寄生虫が 可成の頻度

で檢 出され る.

4.性 別 に よる保 有率の差は全 くない.

5.唯 一種の寄生虫 による單獨感染は昭和

6年 頃には少なかつたが,現 在で は保有 者の

約 半數が單獨感 染であ る事 は注 目すべ き事で

ある.

6.寄 生虫 の重複感 染では重複の度の 多く

な る程 その頻度が 少な く,そ の何 れの組合せ

に於て も蛔虫,鞭 虫,十 二指腸虫 の何れか或

はその全部が入つて居 り,今 回の檢査では5

重 感染が 一番 重複度の 高い もので あつた.昭

和6年 には6重 感 染迄觀 られ て居 る.

本調査は學術研究會議よりの研究費により行は

れたるもので厚 く謝意を表す.尚 本調査に種々便

宜 を與へられた岡山,香 川兩縣衛生部長及び各村

役〓の諸氏に感謝す.
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